
第　6　学　年　国　語　科　指　導　案

1組　　児　童　　男子16名　女14名.計30名

指導者　　三浦　多恵子

2組　　児　童　　男子16名.女15名　計31名

指導者　　佐藤　朋広

1単元名　　ものの見方や説明の仕方を知り,絵の評論文を書こう(光村6年)

2　教材名　　『鳥獣戯画』を読む

この絵,わたしはこう見る

3　単元について

(1)児童について

第5学年及び6学年の｢読むこと｣の目標は, ｢目的に応じ,内容や要旨をとらえながら読む

能力を身に付けさせるとともに,読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育て

る｣ことである｡ ｢書くこと｣の目標は, ｢目的や意図に応じ,考えたことなどを文章全体の構

成の効果を考えて文章に書く能力を身に付けさせるとともに,適切に書こうとする態度を育てる｣

ことである｡

児童はこれまで,説明文において構成と要旨をつかむことを学習してきた｡その際に,筆者の

書きぶりについても感想をもつ学習を経験している｡また,意見文では,自分の体験や読書と結

びつけ,考えを書くことを経験してきている｡新しく学習する文章形式の際には,モデル作文や

形式を示すことでそれらを手掛かりに安心して書くことができる実態である｡ものの見方につい

ては,社会で絵を見て歴史の時代背景を読むことや,図工の鑑賞で絵から感じたことを話す活動

を体験しているが,特に伝えるという相手意識をもって行っている児童は少ない｡

そこで本単元では,児童のものの見方を広げ,それを相手に伝える工夫を身につけさせるため

に,教材から筆者の見方,感じ方,さらに読み手に伝える表現の仕方を学習し,それらをいかし

て評論文を書くことを単元を通した言語活動とする｡

(2)指導にあたって

｢っかむ｣段階では,はじめに,児童に絵を見ての感想を書く活動を設定する｡このときの観

点は,どんな場面か,どこを見てどう思ったかである｡次に,教材文の実況風の書き出し段落を

読ませ,気付きを交流する｡ここでは,臨場感のある書き出しに気付かせ,筆者の表現の工夫に

ついて関心をもつことを期待したい｡また,単元の最後には,別の絵に関して評論文を書くこと

を告げ,学習の目的意識をもたせるとともに,筆者が最終的に述べたい絵の価値のために絵をど

のように読み表現を工夫して説明しているかを読んでいくことを確認したい｡

｢見通す｣段階では,教材文全体から表現の工夫を読む活動を設定し,表現の工夫を個々に見

つけさせ,交流し,分類する｡書き出しや体言止め,評価の言葉,相手意識や見せ方等が特徴的

な工夫である｡工夫に着目することで筆者の絵の見方も知ることができると考える｡その後,秦

現の工夫をいかした指導者作成のモデル評論文を提示する｡このモデルは,最終的に児童に書か

せる形で, 3段落構成( ｢書き出し｣ , ｢絵から想像したこと｣ , ｢絵を描いた人の思い｣ )で

ある｡モデル文を検討する際に,どの部分に工夫がいかされているかを確認したい｡

｢深める｣段階では, ｢見通す｣で分類した表現の工夫の効果を考える活動を設定する｡この

ときに,モデル作文は同一の内容で敬体や常体の二つを用意し,文体の効果を考え,筆者の述べ

たいこの絵巻のすぼらしさが表現の工夫によって伝わってくるか確認したい｡
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ここまで教材文全体を大きく読むことを行った後,くわしく絵を見ていく｡ポーズや線,表情

に着目し,物語を想像して表現を工夫している点を見つける活動を設定する｡また,筆者の見方,

感じ方を参考に実際に自分で観点を決め,感じたことをこれまで学習した表現の工夫をいかして

書くという単元を通した言語活動につなげていく｡

｢いかす｣段階では,示された絵から選択し,読み取ったこと,感じたことを文章にする活動

を設定する｡学習したものの見方や感じ方,読者に伝えるための工夫をいかしながら,読者に｢な

るほど｣と思わせるように表現を工夫し,表現した文章を発表し合うことによって,友達のもの

の見方や感じ方,読者に伝えるための工夫を味わわせたい｡

(3)教材について

｢ 『鳥獣戯画』を読む｣は『鳥獣戯画』の解説と解釈,評価が述べられた評論文の特徴を持つ

尾括型の文章構成である｡タイトルの｢読む｣とは,絵を読み解く,絵の解釈をする,絵から類

推し意味付けていくことである｡読んだことを文章表現では,序論で,体言止めを活用した実況

風の書き出し, ｢話題提示｣や｢本論｣での投げかけや話しかけなどのような語りかける表現,

絵を分割させてアニメの原理を説明するなど読者を引き付ける特徴を持つ｡また,表情,筆さば

き,時間の流れなど評価の内容が次々と出され,評価の言葉も多様である｡絵と文章を照らし合

わせながら読んでいくと漫画やアニメの祖であること, ｢本論後半｣では,絵巻物の評価が, ｢結

論｣では人類の宝であることが理解できる｡歴史的価値や世界的価値を筆者のものの見方や考え

方に触れることによって感じ取ることができる教材である｡また, ｢この絵,わたしはこう見る｣

は,学習したものの見方や感じ方,読者に伝えるための工夫をいかしながら,表現することがで

きる｡

以上のことから考え,これらの教材は本単元のねらいに迫るために適した教材と考える｡

4　単元の目標

【関心･意欲･態度】

◎文章の内容に興味をもち,筆者のものの見方や表現の工夫を理解しながら読もうとすることが

できる｡

【書くこと】

○絵から考えたことなどから書くことを決め,全体を見通して事柄を整理することができるC

◎絵から想像したことなどを表現の工夫をして書くことができる｡

◎書いたものを読み合い,表現の仕方に着目して助言し合うことができる｡

【読むこと】

◎筆者のものの見方や感じ方を読むとともに,それを読者に伝えるための表現の工夫を読むこと

ができる｡

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

○語感や言葉の使われ方を理解することができる｡
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5　単元の評価規準

国語-の 関心.意欲.態度 傚�*ﾙEﾉ|ﾒ�読む能力 侏靜ｨ,�,(*(,H,ﾂ�&ﾘ�騫ﾘ��襍ｩEﾂ�

･文章の内容に興味を 唸､x*�.xﾖﾈ*h+ﾘ+�,h,��･筆者のものの見方や 唸ﾎｨｫH.(ﾋ駢H,ﾈ諄.ﾘ.｢�

もち,筆者のものの �,x*�.x��*ﾘ+�,h/�ﾈ��感じ方を読むととも 兩ｸ/�yﾘ��+X,H*(.薬�

見方や表現の工夫を �-��9�ﾈ/�ﾊ�,ｨ+X,B�に,それを読者に伝 ���42�4｢��｢�

理解しながら読もう 倬i[�/��騫ﾘ+X,H*(.薬�えるための表現の工 

としているo ���4��｢�X､x*�.y�ｩ�ﾈ+X+ﾘ+�,b�,�,x/�Uﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥h/��+X,H��*(,H*(.薬���4X�｢�X��*(+ﾘ.�,ﾈ/�<x-ﾘﾘr�*"ﾉUﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｸ,�(R�mｨ+X,H�ﾋ�+Xﾘx,�,B�*(.鑓��4ｨ�｢�夫を読んでいるo 【ウ】 

6　単元を通した言語活動

言語活動 丶x,�,(*(,H,ﾉUﾙ�[h/���*ﾖ��

目的 冲i$(,丶x*�.y<x-ﾘ竧,�+ﾘ+�,h/�6�*h.薬�

相手 妬D��h,ﾉti$"�

様式 儷ﾙ�[cC��鬩/i7�9&凅靱ﾉ�ﾂ�(��*ｸ�+Z2ﾊ(､x*�.y�ｩ�ﾈ+X+ﾘ+�,j2ﾊ(､x/��

描いた人の思い｣) 

7　単元計画(10時間扱い)

過 程 倬��主な学習活動 ★単元を通した言語活動につなげる書く ☆ペア学習.グループ学習 刳w習内容 剳]価規準 

つ ��� � 凵y関】筆者のもの ☆(丑 ★② ③ ④ ��冦ｩUx�ｨ､x/�,ﾘ+h-�,侈�+ﾘ齷Zｨ,ﾈｫH+i_ｸ,hｻ8ﾝ饉h/�NH-x,I<x-ﾒ��*｢�_ｲ�,B�/��+r�

筆者のものの見方や表現に関心をもつことができるo 劍,ﾈﾊ兩ｸ.(ｫH+b�_ｲﾉUﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｲ�,亊i�8/�.�,�,B�

絵を見てペアで感想を言い合 佰ｸ､x*�.x,x/�,��ｩlｨ,X*�.�+�,b�

か 劍*F��分かるかを話し合い,書くo □書き出しから筆者のものの見 や感じ方,表現の仕方につし 関心をもつo □タイトルから読むということ 剴ﾇもうとしてい 

む 劍､x/�ﾊ�,HｫI�ｨ/���*ﾖ��ｻ8ﾝ饉h/�<x-ﾘｫI�ｨ/�.�,&���洩ﾈ,�,(*(,Hﾖﾈ*bﾉTﾘ�(,�,"�凾駮(ノート) 

いて知る○ 乂x�+x.�+�,h/�&ﾘ.薬�I%�ﾋ8,ﾈﾜXﾎ8,丶x/�<x/�,YUﾈﾋｲ�.倬h,ﾈ�9w�/�.�,&��



見 過 す �"�2�l 凵y読ウ】表現の工 夫を捉えてい るo 

]【目標】『鳥獣戯画』を読み,表現の工夫を見つけることができるol 

①まとめの筆者の考えを読み, ���-ﾈ,h-�,ﾉTﾘ�(,ﾈﾖﾈ*h/�<x-踵+��

前 �<x-ﾘ,ﾈ-�*�,H/�.�,&��獣戯画の価値を知るoそれを伝 宙ｻ8怦��飩ﾘﾋ竰�

辛 ��ｻ8ﾝ饉i�9�ﾈ/�<x-ﾒﾉUﾈﾋｸ,ﾈﾔ��えるために筆者がどんな表現の 

夫を見つけ,印をつけるo ☆③ペアや全体で交流,分類する○ ④モデル評論文を読むo 儘姥h/�+X,H*(.�*侈�,(*�.冦ｩ4��/�.�,&������*ｸ�+Rﾉ�ﾈﾋ韈�-�ｵｹ�ﾈ峇ﾂ�Uﾘ廁,ﾈﾋ駢Bﾈ檠�"ﾈﾊ�+兩ｲﾉ�｢�訷�8�,�,x,兒ｩ}�+x.薬���ﾔ姥h*ｨ,x+�,俶x.ﾘ.ｨ,H*(.�*�/��&ﾘ.鑓ﾜX�4�,傚�*ﾘﾆ�/�&ﾘ.薬�

潔 め �2�ﾎ2� ��【読ウ】表現の効 果について書い ているo (ノート.発言) 【言イ(カ)】語感 やその使われ方 を理解してい るo(ノート.発 言) ]【目標】表現の工夫について,その効果を考えることができるoL 

★①表現の工夫によってどんな感 ���Zｩ}�+X+ﾙUﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥h,�,(*(,Bﾂ�

る ����B�想をもつたかを書くo 佰�ｨ/�ﾖﾈ*h.薬�

②全体で交流するo ����9�ﾈ,Xﾏ�zﾈ+Rﾈ+ｸ.ｨ+ﾈ.ｨ,ﾈﾏ�｢�

③効果をまとめるo ④文体の比較から効果を考え �/�-ﾈ,h-�.�+�,h*ｨ,X*ｸ.愉}X�｢�ｫH.)uX.ﾘ.ｨ.亅H+h,�,rﾉ<x-ﾘ薰�,h+X,H,ﾈ�8�ｸ,X-ﾈ,h-�.薬���Tﾘ�(,ﾈﾖﾈ*h.丶x,ﾈ廂&ﾈ*｢ﾈ+�,ﾂ�Uﾈﾋｸ,�.h,�,I6�.ﾘ.�*俟ﾈ*h.薬���ﾆ��ﾈ,h�ﾙ�ﾈ,X麌+8.ｨ+ﾘ8(6h8ｹUﾒ�

るo 刔�h/�NHｧ(+Rﾈﾏ�ｨ/�&ﾘ.鑓齟�Zｨ*ｨ��*ﾘ,h*ｸ,�,x+�.x/�諄*H*��ﾖﾈ*h.薬�

5 �� ���<x4X�ｩ�ﾈ,�(ﾙm｢�+X+ﾘﾊ兩ｸ.(ｫH+b�
【目標】くわしい絵の読み方を知り,蛙の絵について書くことがで 

きるo 

①くわしく絵と文章を見比べ見 ���･�,ﾈﾏｸ*�.x�+ﾙ�ﾈ."ﾉmｨ.(ﾏｸ,ﾂ�

組 兩ｲﾈｫH+i_ｲﾉUﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｸ/�&ﾒ�描き方,体の線,表情から読み 兩ｲﾉUﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｲ�

本 �.薬��ｨt�･�,ﾈ､x/�<x-ﾒﾈｫH+h+ﾘ+�,h/��取れる筋の解釈と表現を読み取 �/�<x-ﾘ竧.薬�

時 凾駮 忠Jﾘﾋ竰�

□三匹の蛙のうち,一匹を選び, ��傚�4X�ｨ7ﾈ�ｸ5�."�

書くo ③書いたことを交流するo 丶x*�.y<x-ﾘ竧,�+ﾘ+�,h/���*ﾓ���表情から想像し 

この時に表現の工夫を取り入れ �+ﾘ+�,h/�Uﾈﾋｸ,ﾂ�

て書くo 儘姥h+X,H��*(,B�

□観点に従って交流することがで �*(.薬�

きるo 宙6ﾘ�ｸ6r飩ﾘﾋ竰�
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い 澱�【目標】五感を働かせながら,絵から読み取ったこと,感じたこ 凵y関】絵画に興味 

とをワークシートに書き出すことができるo 凾�烽ｿ,五感を 働かせて,絵か ら情報を読み取 

①教科書p142.143の2 ���?�,(,ﾈ､x*�.rﾈｵ駭(,�,x/�ﾊ�,"�

枚の絵を見て,感じたことを �*�.薬�ﾏｺ(�y+偬(ｵ�h��/�<x-踰8,ﾈ.h*B�ろうとしてい 

自由に話し合うo 凾驕� 

②学習課題を設定し,学習の内 �(ワークシート) 

か す 剽eに見通しをもつo ★③教科書pl43を読み,2枚 �,鎚､x/�ﾊ�,IUﾙ�[h/���*ﾘ,h*"�【書ウ】自分なり 

うめあてをつかむo �,丶x*�.y<x-ﾘ神�

口読み取ったこと,感じたことの �,(+ﾘ+�,h.(ｫH+b�

の絵に対して五感を働かせて 俑ｨｹ(/�k�.x*�,�+x.薬�たことをワーク 

感じ取ったことや読み取った ���(�y+偬(ｵ�h��/�<x-踰8,Xｧx��シートにまとめ 

ことを,ワークシートに記入 �+X+ﾙUﾈﾋｹ_ｹd�/�ﾖﾈ*h.��ｲ�����*(+ﾘ+�,h/��騫ﾘ+RﾉUﾙ�[h/��ているo 

するo ④ワークシートに書いたことを �(ワークシート) 

関連付けたり,くわしく書け そうなところを見つけたりす るo 傚�*ﾘ+�,h,侈�,ｨ+X/�.�,&��

7 ��冦ｩUx�ｩUﾈﾋｸ,ﾈﾏ�ｨ/�ﾖﾈ*bﾊ(��*ｸ�+Z8,俘x,�+ﾙUﾈﾋｸ/���-H+�,b���傚�4��ｪ(��*ｸ��

ができるo 凾ｵ｣に合った表 現を,効果を考 

☆①書いたことを交流するo ②モデル作文をもとに,書いた 佰ｸ､x*�.y<x-ﾘ竧,�+ﾘ+�,h/�ﾏ�zﾂ�

し,友達との共通点,相違点に �*h,I��/�,X*"�

気付くo �.薬�

□｢常体｣,｢敬体｣,｢体言止め｣, 宙8��ｸ4�5h�ｸ6r��

ことがどのように表現されて �)<x-ﾘ訷/�-�*ｸ,(*�.儷ﾈﾋｺ8/��

いるか比べるo ★③｢書き出し｣に書く内容と使 俐HｦﾙDh+Rﾉ6�*h+ﾘ*(+�,h,俘x.ﾒ�+�,IUﾈﾋｸ/���-H�ｲ���)<x-ﾘ竧,�+ﾘ+�,h.(ｫH+h+ﾘ+�,b�/�Uﾈ+yUﾈﾋｺ2ﾊ(ﾊ�.��ｨ�.(ﾊ�.��_ｹd�/�Uﾈ+yUﾈﾋｺ8/�&ﾘ.薬���(��*ｸ�+Z2ﾊ(､x*�.y�ｩ�ﾈ+X+ﾒ�+�,j2ﾊ(ﾞﾈ�(,�,(*(,B隍x,ﾉUﾒ�廈8,ﾃ9&凅靱ﾉ�ﾈ,X��*ﾘ+�,h/��ｦﾙDh+x.��ｲ���齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+�,h,俘x.ﾘ+�,B�

いたい表現の工夫を構成メモ 傚�*ｸ�+X,ﾉ>�vX,h諄*(+ﾘ*)Uﾈﾋｲ�

に表すo �/�ﾖﾈ*bﾈﾕﾉ�ﾈ8�8(/���*ﾖ��

☆④③で書いたことを交流するo ���7�4�,Xﾏ�zﾈ+Rﾊ(��*ｸ�+Z8,ﾉ>��vX,iUﾈﾋｸ*ｩ4ｹ��,X*�.�*�/�4�6��6�485�+Xﾘx*F��

8 �� ��傚�4��ｪ(､x*�.y�｢��ﾈ+X+ﾘ+�,j2ﾂ�(ﾞﾈ�(,�,(*"�

【目標】表現の効果を考え,｢絵から想像したこと｣,｢作者につい 

て.絵の評価｣に合った表現を選ぶことができる○ 
I 
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①モデル作文をもとに,｢絵か 佰ｹ���,乂x�+X+ﾙUﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥h,hﾏ��て.絵の評価｣ 

ら想像したこと｣の表現の工 �ｨ*ｨ,x,ﾈ.h*H,俶x.ﾘ.ｨ,H*(.�,ﾂ�に合った表現 

夫の効果を話し合うo �*�/��(+Xﾘx*F��を,効果を考え 

★②｢絵から想像したこと｣に書 ���齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+�,h,俘x.ﾘ+�,B�て選んでいるo 

く内容と使いたい表現の工夫 �(､x*�.y�ｩ�ﾈ+X+ﾘ+�,j8,ﾉ>�vR�(ワークシート) 

を構成メモに表すo ③モデル作文をもとに,｢作者に �,h諄*(+ﾘ*)Uﾈﾋｸ/�ﾖﾈ*bﾈﾕﾉ�ﾈ8��8(/���*ﾖ��ﾏｹ���,乂x�+X+ﾙUﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥h,hﾏ��

ついて.絵の評価｣の表現の �ｨ*ｨ,x,ﾈ.h*H,俶x.ﾘ.ｨ,H*(.�,ﾂ�

工夫の効果を話し合う○ �*�/��(+Xﾘx*H�ｲ�

★④｢作者について.絵の評価｣ �8ﾘ齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+�,h,俘x.ﾘ+�,B�

に書く内容と使いたい表現の �(ﾞﾈ�(,�,(*(,B隍x,ﾉUﾘ廈8,ﾂ�

工夫を構成メモに表すo ☆⑤④で書いたことを交流するo �>�vX,h諄*(+ﾘ*)Uﾈﾋｸ/�ﾖﾈ*bﾉlr��ﾈ8�8(/���*ﾖ��8ﾘ7�4�,Xﾏ�zﾈ+Rﾃ9&凅靱ﾉ�ﾈ,ﾉ>��vX,ﾈ,(,�*ｨ.�,iUﾈﾋｸ*ｩ4ｹ��,X*��.�*�/�4�6�6�485�+Xﾘx*F��

9 �� ��傚�4X�ｩ<x-ﾘ竧,��+ﾘ+�,h,h�ｸｫH+h+ﾒ�+�,h/���*ｹZ｢�l【目標】表現を工夫して,評論文を書くことができるol 

(D絵から読み取ったこと,感じ 佰ｹUﾙ�[h/���*ﾘﾊ�,ｨ+X/�.�,&��

たことと,それに用いる表現 ���ti$(,h,ﾈｺI,ｩ5��ｨ��5�,亢9WB�け,評論文を書 

の工夫を発表し合うo ★②絵から読み取ったこと,感じ �*ｲﾈ齷Zｨ*ｨ��*ﾘ鳧,ﾈ��ﾖﾈ,�,�.��いているo 

表現の工夫を見つけるo 口絵から読み取ったこと,感じた 宙ﾋHﾖYw�鐫��

級 本 時 �+ﾘ+�,h/�9&凅靱ﾉ�ﾈ,X��*ﾖ����(��*(+ﾘﾖﾈ*h/�ﾏ�zﾈ+x.薬�ことに適した表現を用いて,3 段落構成で評論文を書くo ロ表現は適切かをペアでアドバイ スし合うo 

10 �� ��傚�4ｨ�ｨ��*(+ﾘ.��,ﾈ/�<x-ﾘﾘx*"ﾂ�､x,ﾈﾊ兩ｸ,ﾉ|x+2�.)Uﾈﾋｸ,ﾈ覈_ｸ,��(Ymｨ+X�ﾋ�+Xﾘr�
【目標】書いたものを読み合い,絵の見方の良さや表現の仕方に 

着目して助言し合うことで,ものの見方や表現方法を広げ 

ることができるo 

☆①書いた文章をグループで発表 ���ti$(,ﾈ.�,ﾈ,ﾈﾊ兩ｸ,ﾉ|x+8,亢9WB�

し合い,感想を伝え合うo �*�+�.薬�うことで,もの 

②全体で交流するo ★③書いた文章を帝書するo ④単元全体を振り返り,学んだ ���ti$(,ﾈ.�,ﾈ,ﾈﾊ兩ｸ,ﾉ|x+8/��9�ﾂ�の見方や表現方 

で交流することで,友達との共 囘�/�ﾔﾈ+�,H*"�

通点,相違点に気付いたり,清 �.薬�

書する時の参考としたりするo □友達のものの見方や表現の良さ を取り入れて書く○ □学習したことを振り返り,これ 宙8��ｸ4�5h�ｸ6r��

ことや今後学習にいかしたい �*�.xｧx�,�*(*�+X,H*(*ｸ+ﾘ*(+��

ことを交流するo �,h/�JﾙUﾈ+Xﾘx*F��
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8　本時の指導【5/10時間　6年1組】

(1)目標

くわしい絵の読み方を知り,蛙の絵について書くことができる｡

(2)本時の指導にあたって

○書くことにいかす要素を明確にした読み取りの仕方

絵を見る観点を知り,感じ方,表現の仕方を読む｡

○単元を通した言語活動につなげる書かせ方

蛙のポーズや表情など観点を示し,どんな気分か感じたことを表現の工夫を用いて書く｡

(3)展開

段階 時間 乂x�ｨ�:��○教師の働きかけ ･期待する児童の反応 倡�r�

つ ��Tﾘ�(,ﾉuX*(*�.xｧx�擺�○どこをどうくわしく見ているか読みま 唸+�.ｨ-ﾈ,Xﾊ�,(*�,H*ｸ+ﾘﾔ��

か ���/�,(*�-踉�しようoそれらを参考に,最後には蛙の 儻h,ﾈ耳,(,X*�.冰X*(,ﾂ�

む 5 分 刳Gを見て自分の考えを書きましょうo 筆者の絵の見方や感じ方を知り,蛙の 兌h�*�.rﾈ*ﾘ.ﾘ+X*(､x,ﾂ�ﾊ兩ｸ/�<x-ﾘ竧,�,H*(*ﾒ�.h*I_ｸﾏﾉWH*�/�+x.薬�

l絵について書こうol 唸ﾜXﾎ8,ﾈｨ�:�/�麌+Rﾈ�9w��WH*�/�+x.薬�

潔 め る �)Tﾘ�(,ﾈｬ�5�.(ｫH+i_ｲﾉUﾂ�ﾋｸ,ﾈﾔ姥h/�&ﾘ.薬���丼�,ﾈ､x,�,(*(,H,ﾈ���○蛙の絵について書いていますねo筆者は 唳[h�,Y�x.ｨ,H*(.丶x,ﾉYB�

35 倆�/�<x-��ｲ��"�*H+8*ﾈ,ﾈ､x,�,(*(,B�何に着目していますか○ 兒｢�7ﾈ�ｸ5�.)mｨ.(ﾏｲ��

分 勍口から出ている線 �/�(ﾙmｨ+x.�.h*H,倩ｸｦ��

･目や口の描き方 仆8ﾝ�/�w��8+x.薬�

○どんなことを想像していますか○ 唸,x+�/�ﾊ�,H,x*HｫH+h+ﾘ*��

･激しい気合い ･｢ええい｣,｢ゲロロ｣などの気合いの声 ○次は兎ですo筆者はどこに着目していま �/�ｾi¥ｨ+X,IL(��+x.薬�X･�*ｩ8ｨ+�O(,�+X+ﾘ鳧,ﾉ���

の解釈を読むo (3)表情から読み取れる �+x*薬�いや,その時の声を想像 

･背中や右足の線 �+8+���*h+8+�.鑓+�.｢�

○どう感じていますかo �*｢ﾉi�h,ﾉ��*ｸ�+X,ﾈﾋB�

･絵が止まっていないo �5�,X*�.�+�,h/�咥+8*b�

･動きがあるo �.��ｲ�

○筆者はこの後,蛙と兎は何だと読んでい 唸･�,ﾙ�靄X,��ﾘ,�,H*(.�.b�

筋の解釈を読むo �-ﾈ+x*��ｲ�うに見えるのに対し､ 

･仲よしで和気あいあいとした遊びをして �*ｨ�,�,H*(.�+�,h,Rr�

いたo �-�+�,(+ﾘ,h*(*H��煇,ﾂ�

○なぜ遊びだと思ったのでしょう〇 ･日も口も笑っている〇 ･応援している兎たちも笑っていた○ �*�.�+X.ｸ+8/�咥+8*h.薬�
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潔 め �8･�,ﾈ､x/�<x-踉���丼�,ﾈ､x*�.xｴ9Zｨ/�ﾖﾂ���ｨ蕀T8,ﾈ･�*�.x自T8/���/�,Rﾈ,x+�*�.x,r�･筆者の問いかけに最終的 

る �*h.愈(*(,�+ﾘ*(,r��/�,斡9Zｨ,i�ｩ�ﾈ,X*ｸ.�*鎚+ｸ,ﾈ�8ｻX.�Z｢�に絵を見て書く練習を 

んな気分だろう｣に 凾ｩるように書きましょうo �+X.h*H,h戊-F��

応えて書くo 凵宸ｱれまでに学習した表現の工夫も使つ 唸鑛L(��,傚�*�.ｨ+ﾙUﾈﾋｸ,ﾂ�

てみましょうo 儘姥h/����,傚�*�+�.薬�

( 宙ｾ��ﾈ,ﾉUﾘ廁ｴｸ����剴ｯ を ら つ 体 ど 

Bに加え,表現の工夫を複数使って書いているo 
どの蛙について,どこからどう感じたかを表現の工夫を使って書いているo 
に達しない児童-の支援 
どの蛙にするかを聞き,どこから何を話しているように感じるかを聞き出し,書く事を 
促すo(ワークシートを用意するo) 

2)書いたものを全体で ��ｹti$(,ﾈﾊ兩ｸｫH+i_ｸ/�[x*ｸﾘx*(-ﾈ+X.X*F��･早く書き終わった児童 

交流するD友達の考 �,x+�*�.x,x*HｫH+h+ﾘ,ﾈ*�*ｨ��*�.ｨ,H*"�士が読み合うよう場 

えを聞き合うo �.�*鎚+�.ｨ-ﾈ,X,乂x�+X+ﾙUﾈﾋｸ,ﾈﾔ姥h*｢�設定するo 

取り入れられているかを聞きましょうo 唸,x,ﾈ･�,�,(*(,H,x+�*��

･(書き出しを会話から) �,x*HｫH+h+ﾘ*�9T8,��

･(書き出しを誘うように) �*(,H��櫁+x.薬�

･笑いが止まらない蛙(体言止め) 唳<�*Y4�,�.�,ﾈ/�JﾙUﾈ+2�.鑓��*ｸ�+X,ﾈﾔ姥bﾂ�ﾋ韈�-�Uﾘ廁,ﾈﾋ駢H,��*ｨ諄.ﾘ.ｨ,H*(.�.�,ﾈ�｢�Y[i�ﾈ/�ｦﾙDh+x.薬�

ま 滴ｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+x.���X鵁鳬uﾈﾙ����ｸ��ﾝｸ,丶x/�<x/�,XｫH+h+ﾘ+�,h/���*(,B�･着目した所や感じ方,表 

と 劍-ﾘ-ﾈ+X+ﾖ�,x*H,X+X+ﾘ*��ｹTﾘ�(.)ti$(,ﾂ�現の工夫について感想 

め る 5 分 劍ﾊ兩ｸ,X.���ﾖﾈ,�,�,�+ﾘ+�,h,ﾘ*�.�-ﾈ+��/�*薬�Ymｨ.(ﾏｸ,ﾉUﾈ��*�.yZ夷ｨ/��ｩ�ﾈ+X,H��*ﾘ饕�*ｨ,X*ｸ+ﾘ�｢�X檠�(,�,x*ｩ?ﾈ.�,ivﾈ��*ｩZｨ*�.�.(+x*&��を言わせる〇 ･pl42,P143の絵 を見て,評論を考えてい くことを告げるo 

9　板書計画

読み手をひきつけるような表現工夫
書き出し

実況風･会話･誘うように

体言止め評価の言葉鳥獣戯画を読む

投げ飛ばす蛙
口から線目と口の描き方1気合の声

｢ええいーグロロ｣

投げ飛ばされた兎
背中や右足の線

1笑っている

目と口から

1笑っている

応援蛙

｢いったいどんな気分だろう｣
◎どこを見てどんな気分と思ったか.

状況　(気分の理由)
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8　本時の指導【9/10時間　6年2組】

(1)目標

表現を工夫して,評論文を書くことができる｡

(2)本時の指導にあたって

○書くことにいかす要素を明確にするこれまでの振り返りの仕方

｢深める｣の前段で, ｢常体｣, ｢敬体｣, ｢体言止め｣, ｢読み手を引き付ける表現上｢読み取っ

たことや感じたことを表す表現｣, ｢見る場所や見る方法を表す表現｣を黒板に位置付け,その

効果的な使い方を交流させる｡

○読み取りをいかした書かせ方

自分が絵から読み取ったこと,感じたことを伝えるために｢書き出し｣, ｢絵から想像したこ

と｣, ｢作者について･絵の評価｣の3段落構成で書かせる｡その時,本単元での学習や｢『鳥獣

戯画』で読む｣で学習した表現の工夫をいかして書かせる｡

(3)展開

珊 時間 ��学習活動 ��ｸｻ8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*��Xｯｩ�(+x.倬�;h,ﾉKﾘ吮�支援 

つ ��1前時の学習活動を想 ��ｹ��,ﾈ鳧ｭH,ﾙUﾙ�[h/���*ﾘ+ﾘ-�,ﾈﾕﾉ�ﾈ8��･表現の工夫を黒板に掲 

か 亢�+x.薬��8(/�,(*ﾘ.�-ﾈ+X+ﾘ,ｶ��示しておく○ 

む 3 分 �)gｸ鳧,ﾈｧx�攣��/�,"���ｸﾚ�?ｨ,ﾈｧx�,ﾒﾈ齷Zｨ*ｩ<x-ﾘ竧,�+ﾙUﾈﾋｲ�･3段落構成で書くこと 

かむo I 凾ﾌ工夫を用いて評論文を書く時間で すo �/�ｦﾙDh+x.薬���

表現を工夫して,評論文を書こうo 

潔 ��3どのような表現の工 ��ｸ､x*�.y<x-ﾘ竧,�+ﾘ+�,bﾈｫH+h+ﾘ+�,h/��･表現の効果を発表し合 

め 儻h/�w�*(.�,ﾈ*�/�ﾏ�zﾂ��,x,ﾈ.h*H,蔚ﾈﾋｸ/�w�*(,H��*ｸ-ﾈ+x*薬�うことで,読み手を意 

る �+x.���IUﾙ�[h/���*ﾖ��唸8ｨ5�8�*ｨ�.�.h*H,痛[h��9�ﾈ/�(�ﾒ��ﾊ8,X��*ｸ-ﾈ+x�｢�X､x,ﾉ��k�,ﾈ,h+�.ｸ,Rﾉ<x-ﾘ訷,佩ｨ.�*��*�.�(��/�ﾊ�,H*ﾘ+�+8*&�8,h*(*In(*"�*�*�.*(��,冦ｨ/�ﾏﾈ*�.�,j8,h*(,�+ﾒ�ﾊ�.��ｨ�/�Uﾈ+yUﾈﾋｸ/�諄,�,Hｼ��ﾈ,YUﾂ�+8.ｨ+ﾘｽ�?x,冦ｨ/�ﾏﾈ*�+8+痛Yy��ｹ���,ﾉ|ﾘｺﾘ+8/���k�+X+ﾘ*(,X+x�ｲ��ｹUﾙ�[h/�(��*ｸ�+Z2ﾊ(､x*�.y�ｩ�ﾈ+R�識させる〇 ･書く時間を20分と 

たこと｣,｢作者について.絵の評価｣ �+RﾃC��鬩/i7�,X-ﾂ�

の3段落構成で書きましょうD �,h-�+8+�.薬�

A文体を統一し,表現の工夫を複数用いながら効果的に記述しているo 剪�

B文体を統一し,表現を工夫して記述している, 

Bに達しない児童 

モデル作文を読み,構成メモと比べて真似ができるところを見つけさせるo 

ll 



37 分 店7�4�,Xﾏ�zﾈ+Xﾘx*F��○隣同士で,アドバイスしましようo 唸齷Zｨ*ｨ�9�ﾘ+X+ﾙUﾈﾋｸ,ﾂ�

･(3段落構成で書かれているかを見るo) 儘姥h/���k�+Rﾈ*囲ﾘ*"�

･(常体,敬体がそろっているのかを見るo) �<x-ﾘﾘx*I(h,RﾉUﾈﾋｸ*｢�

･(表現の工夫が分かるところに線を引 �4ｹ��*�/�4�6�6�485��

き,効果的に表現されているか見るo) �+Xﾘx*F��

･問いの文があって引き付けられるよo 唳ti$(,ﾉ|x+8/�ﾊ�,(*�+2�

･文末が同じような表現が多いから○○ という表現に書き変えてもいいねo �+�.薬�

ま 塗ｧx�,ﾈ-ﾈ,h-�/�+x.���y�X.云H.薬�○友達のいい表現を発表しましょうo 唳ti$(,ﾉUﾈﾋｸ,ﾈ.h+8/�Jﾒ�

と め る 5 分 勍○○くんの△△という表現が,風神, 雷神が出す激しい音を表していた〇 ･〇〇さんの△△という表現から,3人が どんな曲を演奏しているのかを想像す ることができた○ ○今日の学習を振り返りましょうo 儷ﾈ+Xﾘx*H�｢�Yti$(,ﾉJﾙUﾈ.)Uﾙ�[h/��

･表現の工夫を用いて自分の考えを書く �<x/�,Rﾈ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h*｢�

ことができたo 儘ﾈ*ｨ,�+ﾘ+�,h.(ｺHｫB�

･○○さんの絵の見方が私と違っていて, �,X*ｸ+ﾘ+�,h,�,x/�Jﾒ�

新しい見方を取り入れることができ たo 儷ﾈ+Xﾘx*DB�

9　板書計画

この絵ーわたしはこう見る

表現を工夫して'評論文を書こう｡
◎文章全体　常体　　敬体◎構成

①書き出し②絵から想像したこと③作者が伝えたいこ
◎表現の工夫

○体言止め○読み手を引きつける工夫
･問いかける･-･｢　　｣会話文

〇五感
･目　･耳　(普)　･鼻　(におい)･口　(咲)　･体　(さわる　感覚)

○読み取ったことや感じたことを表す表現
･見える　･感じる･表れている　･聞こえてくる･読み取れる･伝わってくる･受け取れる　･印象を受ける

○見る場所や見る方法
･-見ると　　･-目を向けると
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10　教材分析表

終わり �(b�劔傀�-���&��x���｢�ﾍﾒ�,ﾂ�文 章 棉 成 

⑨ �r�⑦ �X�2�⑤ �2�③ ��*ﾂ�(∋ 

筆( �(b�説作 ���ﾞﾂ�俥ﾂ��,ﾈ､r��

者ま �,ﾂ�き品 �*ｹV���8ﾒ�8ﾘ8ﾒ�����,b�亊b�
のと 主め 佇ｲ�-��2の 二七 ��,ﾂ�-ﾈ-ﾈ+"��,ﾂ����劍ﾅr�

蘇) 刳ﾅ冗 み �-ﾈ�r�-ﾒ�����

｢人 �.�/��im｢�性る絵 儺ﾙ(��2���y�84�i���:��b�傅ﾂ�

∴ �+�諄,igｲ�時巻 �+8ﾋｸ����+�,h6ｨ枌��+X*ｲ�侈��

とつし文 てて化 亊IZ��,ﾈ,��ばす きる 剌bしメや 戯ての 画の 』 冑Sf 剌o し 

画 兒�,ﾈ,ﾂ�連お 劔�,b�
』 佩ｨ､y<��続け 劔冩B�

る �.�?ｨ揩�ト度 冰b�級 �6ｨ,��う述 �.｢�にの絵 �>�����o筆 倅���一つP �-�:��でポ ���8�鳧,"�oべこ 唔)｢�引よのい 

者 刄鰍ﾈ1 �,X*ｲ�気ー ���,ﾈｭH,��'の �<yD｢�きう世き 

の 凵[げ3 �*�,ﾂ�合ズ ��8,ﾈ*｢�そ絵 倆(,��ずな界な 

最 刳Gて3 �.�*��い' �8ﾆ�,"�のが �,���り表がり 

も 主 張 し た い 氾ﾈﾋ頡�甁�萱蓋喜 a.雪差 �,h.��を目 萄,X曁,B�描｢ �+���込現ま｢ 
み絵 aQ表 悼 か ら 儷ﾈ,b�ﾋｸﾏｲ�+X,ﾂ�,IV��*(*ｲ�.俟ﾂ�もをい i+i いせ分 う､け 舒ﾉ^b�芸当 ����9wB�
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